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事業概要
１．目的

千葉県内の腐朽木や風倒木の被害林にて、ユーカリを中心とした早生樹を植え、
短伐期で安価な材を安定的に供給し、林業の収益性向上と森林整備の促進、持続
可能な森林活用に繋がるサイクルを生み出す。

２．期間 2022年1月 ～ 2025年3月

３．目標（最終）

①10年伐期で242ｔ/の原料生産

②初回伐採：12,600円/t、

2期目以降：8,300円/tへのコスト低減（育苗~山土場へ搬出）

③4年間で50～70haの森づくり

④20～35トンco2/年・haの炭素固定能力の達成

４．成果・進捗概要

最終目標に向け、ユーカリの実績獲得、社会実装に向けた課題を得た

詳細は次スライド以降に記載

２  / １４



事業概要

目標達成のための5つの研究開発テーマ
A.既存林分の伐採・造成 B.早生樹苗の生産 C.植林 D.下刈り、育林
E.成長記録・環境評価・病虫害対応等 各テーマを検証し目標達成を目指す。

※事業範囲
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 ユーカリ:5種全て寒害を受けたが、根茎部からの萌芽
更新を観測した。全体として生存率は約3割となった。

 ユーカリ以外の樹種:寒害による生育阻害・枯死は確認
されていない。センダンが最高樹高を記録し、ユリノ
キ・コウヨウザンが次いでいる。

 ユリノキ:下草による被圧で枯死が発生した。
 コウヨウザン:個体差が少なく、下草への耐性が高い
 センダン：自生しており、環境適性が高いものと思わ
れる。枝分かれしてきており、収穫方法の検討が必要。

最終目標① 22年度試験区の成果
ユーカリ

（萌芽更新）

早生樹
（ユリノキ・コウヨウ
ザン・センダン）

〇樹種比較

※参考値：生存種の偏りと萌芽個体が混在しているため

単位:㎝
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22年度富里市試験区における植林後2年目の結果。



 23年度より番号6～9の種を新たに植林し、耐寒性・成長
性の調査を行っている。

 当試験区は事前の除草剤散布に加え、下刈りを4回実施し
たが、下草の繫茂が激しく、枯死・生育不良に繋がる試
験区となった。

最終目標① 10年伐期で242ｔ/haの原料生産
候補‐⑧

下草繁茂の様子

単位:㎝

23年度富里市ユーカリ試験区（種別成長比較）の生長経過
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 当試験区では候補‐⑦3.9m、候補‐③4.0mの初期成長
成果となり、目標の樹高3mを上回る結果となった。

 下草との関係もあるが、各植林区の土壌（養分・物理
特性）と立地を比較調査し、適地の精緻化を図る。

最終目標① 10年伐期で242ｔ/haの原料生産

候補‐⑦

植林直後の様子（成田市）

〇成田市植林区

〇山武市植林区（一部）

単位:㎝

単位:㎝

23年度植林区の樹高（サンプル計測）結果を以下に示す。
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 来年度、耐寒性が高く、タスマニアの植林企業で使用して
いる1種を追加する。

 冬の生存率を考慮し、耐寒性と有用性の高い種を選定する。

候補‐⑥

候補‐⑨

◎：目標値を超えた 〇：目標値相当 △：目標値より悪い

※最終アウトプットイメージ
ユーカリ種ごとの特性（実績を基にした現時点の相対的評価）
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番号 ユーカリ種 成長能力 耐寒性 得苗率 総合評価

1 候補‐① ◎ 〇 〇 〇

2 候補‐② 〇 〇 〇 〇

3 候補‐③ 〇 ◎ ◎ ◎

4 候補‐④ 〇 △ 〇 〇

5 候補‐⑤ 〇 △ △ △

6 候補‐⑥ 〇 ‐ 〇 〇

7 候補‐⑦ 〇 ‐ ◎ ◎

8 候補‐⑧ 〇 ‐ ◎ ◎

9 候補‐⑨ △ ‐ △ △



目標コストと同程度のコストを達成した。※以下、備考

➢ 育苗：想定している6万苗の生産であれば目標コストを下回る。

➢ 植林：硬質土壌の作業が困難であり、オーガーによる植林穴の掘削と植林の2名体

制し、施業方法の変更と効率化を図った。植林前除草作業を行い、識別用ポール

など資材を削減し昨年より実績コストは減少した。

➢ 下刈り：昨年と同程度の実績。現場ごとに必要回数が異なる。植栽地ごとの効率

的な作業と管理方法の定型化が必要。

➢ 伐採：既存林分での実績は目標を下回る結果となった。今後ユーカリ林分を想定

した試験区を設け、伐採効率の検証を行う予定。

最終目標② 初回伐採：12,600円/t、2期目以降：8,300円/tへのコスト低減

23年度実績コストを以下に示す。
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 伐採は総計で18.4ha（うち、7.6haは植林未実施の林分）、
植林は8.8ha実施した。

 電線・人家と近距離のため、生育後の影響を考慮しセット
バックし植栽しており、伐採面積より植林面積が狭い。

 次年度に向け、既に6.0haの予定地を確保している。

最終目標③ 4年間で50～70haの森づくり 大多喜町

芝山町

勝浦市

23年度植林成果を以下に示す。
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 育苗時、生育時、伐採後それぞれのフェーズにおい
て病虫害が記録された。

 現時点で直接的な生育阻害要因にならない状況であ
り、ユーカリに固有の害も確認されていない。

 今後も観察・分析を継続する。

最終目標③ 病虫害の発生
灰色かび病の発生

樹皮の食害痕

根株腐朽の発見
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 国産ユーカリの伐採試験を行い、資源量、成分分析、絶乾比重の調査を実施した。
 資源量が182m3となり、炭素固定量は年平均で13.3t-CO2/haとなった。
 同現場の他のユーカリ林では10年で242m3相当の林分があり、その場合のCO2
固定量は17.7t-CO2/年・haとなる。

 CO2固定量は林分の生存率、ユーカリ種の成長量・比重による

最終目標④ 20～35トンco2/年・の炭素固定能力の達成

伐倒したユーカリ

CO2固定量 = A*B*C*44/12 = 133t-CO2/ha
13.3t-CO2/年・ha（10年単純平均の場合）

〇結果概要

東京大学演習林（樹芸研究所）にて実施したユーカリ伐採試験の結果を以下に示す。
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最終目標④ ドローンによる計測の状況

〇樹芸研究所
概要：Phantom4RTK（DJI社）にて空撮・画像解析実施
結果：概ねの樹高は把握できたものの、DSM（ユーカリ樹

冠部）を一部認識できず①ユーカリの樹冠充実度が
低く、認識できなかった可能性②解析ソフトの処理
に不備があった可能性などが考えられる。

〇山武市実証地
概要：Matrice300RTK（DJI社）にて空撮・レーザーデータ解析を実施
結果：2022年度冬期の寒害の影響もあり、樹高が最高でも3m程度であったため、
下草と樹高が競合しユーカリの特定と計測が困難であった。

樹芸研究所
点群データにおける樹高

ユーカリが成長したタイミングでドローン計測を再度行い、計測技術の確立を目指す

山武市 上空写真 山武市 点群データ

樹芸研究所・山武市実証地にてドローン調査を実施
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有識者からの指摘事項と考え方（エネルギーの森普及に向けて）
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 除草作業の機械化：農薬散布ドローンによる省力化を検証する。
 植林の効率化：コンテナからの複数本苗を抜く器具の開発。
 下刈りの無人化：ラジコン式の草刈り機により効率的な除草を行っているが、同時期
の作業需要に応えることが困難であるため、自動操縦による無人の草刈り機の開発・
試験を検討する。

2024年度の計画

 コスト、成長量が目標達成した一方で、人手の確保に直面しており、現場作業の拡大
が困難になっている。将来的にも人手確保が難しくなる中で、社会実装を行う必要が
あり、より踏み込んだ作業の無人化、省力化が必要である。そのため、来期は造林面
積を30haから12haに減らし、施業方法の効率化を目指す。

〇スケジュール変更点

〇来期予算（変更案抜粋）
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